
放射線被爆と悪性腫瘍 

 X線撮影は、確かに放射線被爆を伴います。しかしながら、医療はメリットとデメリッ
トで成り立っております。歯科医療に関しましては、放射線被爆によるデメリットを上
回るメリットが圧倒的にあることが多いと言えます。言い換えれば、３人に１人が悪性
腫瘍で亡くなる現在において、X線撮影による放射線被爆はその他の因子による悪
性腫瘍発生の方が圧倒的に可能性があると言えます。リスクが全くないという事では
なく、その他のリスクの方が大きく影響するということが言えます。 

X線撮影 
     日々の生活 
（食生活、喫煙、その他の生活環境） 

＜ ＜ 

 現在、統計学上３人に１人が悪性腫瘍で亡くなる時代です。悪性腫瘍は現代人の
死因の第一位です。このことは、厚生労働省のホームページのデータを見ればよく
分かります（後に掲載しております）。  

悪性腫瘍へのリスク 
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